
　

　平成 30（2018）年 3 月にスポーツ庁が策定
した『運動部活動の在り方に関する総合的なガ
イドライン』において、運動部活動が我が国の
スポーツ振興を大きく支えるとともに、異年齢
との交流の中で、生徒の多様な学びの場として
教育的意義は大きいと評価しています。一方で
は、少子化の進展や学校における働き方の改革
など社会・経済環境の変化に伴い、これまでと
同様の運営体制での維持は困難であるとしてい
ます。また、令和 2（2020）年 9 月の文部科学
省の『学校の働き方を踏まえた部活動改革』で
は、令和５年度から休日の部活動を段階的に地
域に移行することとしています。この地域移行
に向け、スポーツ庁と文化庁は「学校部活動及
び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総
合的なガイドライン」を策定し、令和 5 年度か

ら令和 7 年度までの 3 年間を「改革推進期間」
と位置付け、地域連携・地域移行に取組みつつ、
地域の実情に応じて可能な限り早期に実現する
ことを明言しています。
　こうした国の動きを踏まえ、公益財団法人
日本スポーツクラブ協会（以下「クラブ協会」）
では、同ガイドラインで示された内容を主とす
る講習・研修を部活動指導員（予定者を含む）
に対して実施することとし、地域でスポーツ指
導に関わりたい希望者すべてを対象として、新
たに「学校運動部活動指導士（クラブ協会にお
ける呼称）」の資格を設け、令和３年度から養
成に注力しています。
　学校運動部活動にも SDGs（持続可能な開発
目標）が求められている状況を踏まえた　クラ
ブ協会の指導者養成活動をご紹介します。

クラブ協会が目指す学校運動部活動指導士とは
　地域スポーツ指導に関わりたいと思っている方すべてを対象とし、次のような
　指導者を育成・養成します。

◉ 運動部活動の指導ができる地域スポーツ指導者
◉ 運動部活動と地域スポーツクラブとの円滑な連携に資する指導者
◉ スポーツライフスタイル形成をふまえた指導が出来る指導者
◉ 参加者主体のアプローチができる指導者
◉ 多種目（マルチスポーツ）及びシーズンスポーツの指導に対応できる指導者
◉ 学校に関する関連法規に精通した指導者
◉ 初心者・初級者をスポーツに誘える指導者

新たな学校運動部活動の展開に向けて
～学校運動部活動指導士の養成～

この養成講習会は、スポーツ振興くじ助成金を受けて実施されています。

公益財団法人 日本スポーツクラブ協会



 

指導対象となる中学生年代の生徒のこころと身体の発育発達、
いじめ、ハラスメントに関する知識と実践力（対応力）の習得
スポーツ・運動の技術指導力（特に初級者への指導力）を支え
るスポーツ科学領域の基礎知識及び応用知識の習得
学校教育関連、スポーツ関連法規の学習と習得
部活動指導員としての職務分掌関連知識の習得
部活動運営に密接に関係するステークホルダーとの連携協力

　上記の事項について、スポーツ教育学、体育科教育、生涯スポーツ、
スポーツ医科学等の専門家による検討委員会を設け、ガイドラインを
踏まえて学習内容を精査するとともに、重要な事柄については２年ご
とに検定試験等でブラッシュアップすることとしています。

学校運動部活動指導士として備えるべき知識、技能として1～5について学習します。

学校運動部活動指導士の学習カリキュラム
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部活動の意義と
活動方針・法規

青少年期の
こころと体

部活動指導員の
身分・職務

部活動の
マネジメント

スポーツ科学・
スポーツ医科学を
基にした指導スキル

学習領域 学習内容

学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン（２０２２年 12 月）

中高生年代のこころと体

部活動指導員の身分

活動計画の作成・部活動を取り巻くステークホルダーとの連携

スポーツ科学領域（トレーニング科学、スポーツ教育学、
コーチング科学、スポーツ経営学、生涯スポーツ論等）

学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行について（２０１７）

部活といじめ・ハラスメント

部活動指導員の職務分掌

チームビルディング、グループダイナミクス

スポーツ医科学領域（スポーツ生理学、スポーツ栄養学、
発育発達学、救急処置法等）

法律関連（スポーツ基本法等）

教育心理学、カウンセリング、アンガーコントロール等



 

山形県　Oさん　
男性　20歳代
　指導者においては正しい知
識を身に付け、勝利至上主義
にはならず安全で安心な練習
環境と子ども達に「楽しさ」
や「嬉しさ」を感じてもらえ
るような場を提供していくこ
とが役割であり目指していく
べき姿だということを学ばせ
て頂きました。

京都府　Iさん女性　30歳代
　たくさんの先生のお話を聞いてい
ると自分の中で比べてしまう部分も
あり、でもそれが逆に生徒と同じ気
持ちになれたことも大きな学びにな
りました。
　この先生の授業楽しい、面白い、
わかりやすい、もう一度聞いてみた
いとそんな思いになれる講師の先生
もたくさんおられました。
　もちろん理論的な話も大切で、す
ぐにでも活用できる知識もたくさん
あり、何度も読み返して絶対身に着
けようと思いました。

宮城県　Kさん男性　60歳代
　今回講習会に参加し、これまで私自
身が経験則を基に指導を行ってきたこ
とに対し、時代の要請に応えた新しい
考え方と指導法の転換を学ぶことがで
き、目から鱗が落ちました。自分の指
導法が如何に旧式であったか反省させ
られました。また、講師の先生方は第
一線で活躍されている方であり、エビ
デンスがしっかりしているだけではな
く、常に新しいものを追い求めている
ことが、講義内容からも伝わりました。
　私にとっては講習にかかった経費以
上の収穫がありました。

受講者のコメント

学校運動部活動指導士の研修・講習会は、次のような内容で実施します。

第 2 回学校運動部活動指導士 ( 資格認定 ) 養成講習会　時間割

講義科目 講師 所属

第１日目

生活を豊かにする部活動指導の倫理・理念と指導者の役割 友添 秀則 日本学校体育研究連合会

運動学習理論（段階的指導法）＋振り返り 岡出 美則 日本体育大学

生徒の自主性を育む目標設定と練習計画の立案 岡出 美則 日本体育大学

スポーツ指導法（初心者・初級者指導のコツ） 細越 淳二 国士舘大学

部活動指導員の職務と部活動の組織運営 日比野 幹生 日本体育大学

第２日目

学校と運動部活動 菅原 淳一 大田スポーツコミッション

部活動の組織運営とステークホルダーマネジメント 桑田 健秀 ピボットフット

（総合型）地域スポーツクラブと運動部活動
（事例発表）

川西 正志
菊地 正

北翔大学
高津 SELF

コーチングの心理学（モチベーション）　 岩﨑 由純 トレーナーズスクエア株式会社

安全確保と成長期におけるケガ等の救急処置 野田 哲由 了徳寺大学

コーディネーショントレーニングの理論と実践 東根 明人 コーチングバリュー協会

第３日目

中学生年代の体力トレーニング法 杉田 正明 日本体育大学

中学生年代における性差とスポーツ指導法 門屋 悠香 順天堂大学

カウンセリングマインド／アンガーコントロール 倉盛 美穂子 日本女子体育大学

チームビルディング
：個性を育むチームづくりとリーダーシップ 芳地 泰幸 日本女子体育大学

オンライン
講座配信

中学生年代に必要なスポーツ栄養学 長島 未央子 KAGO 食スポーツ

スポーツの社会化 山口 泰雄 流通科学大学

ドロップアウト 山口 泰雄 流通科学大学

学校スポーツ施設・設備・用具の安全管理 瀬戸口 祐剛 セノー株式会社

講習・研修会の時間割

友添秀則先生

岡出美則先生

細越淳二先生

東根明人先生

門屋悠香先生

＊講義科目と担当者は変更することがあります。



　

公益財団法人日本スポーツクラブ協会
電話　03-6407-1425
E-mail　info@jsca21.or.jp　　
ＵＲＬ　http://jsca21.or.jp
151-0052
東京都渋谷区代々木神園町 3－1　
国立オリンピック記念青少年総合センター内

小野喬氏

■岡出美則氏：日本体育大学スポーツ文化学部長、日本スポーツ教育学会副会長

■菅原淳一氏：大田スポーツコミッション理事、元東京都大田区立中学校校長

■友添秀則氏：『運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン』
　作成検討会議座長、『運動部活動の地域移行に関する検討会議』座長、
　スポーツ庁スポーツ審議会委員

■萩裕美子氏：東海大学教授、スポーツ庁スポーツ審議会健康スポーツ部会委員

■日比野幹生氏：日本体育大学スポーツマネジメント学部長、
　元スポーツ庁競技スポーツ課 専門官

■舟木泰世氏：尚美学園大学専任講師、元スポーツ庁健康スポーツ課係長

クラブ協会では、部活動指導員必携の「スポーツの未来を
開く部活動指導員ハンドブック」（岡出美則教授編著）を
成隆出版社から刊行しました。Amazon で書籍・Kindle
版を販売中（書籍は書店でも注文できます）。執筆者は、
以下の６名の専門家です（50 音順）。

運動部活動指導者必携のハンドブック

問い合わせ先

クラブ協会のスポーツ・運動指導者の養成

 岡出美則氏

友添秀則氏

老　 年　 期………介護予防運動スペシャリスト、中高老年期運動指導士
壮 　年 　期………スポーツインストラクター
青 少 年 期 ………学校運動部活動指導士
児童・幼年期………こども身体運動発達指導士

クラブ協会は、ライフステージに応じたスポーツ・運動指導者の養成とともに、スポー
ツクラブマネジャーの養成など総合型地域スポーツクラブの支援にも取り組んでいます。

日本スポーツクラブ協会とは
　体操競技オリンピアンの小野喬
氏と故小野清子氏が 1977 年に設
立した財団法人を礎とする公益財
団法人。（2010 年に公益財団法人
の認可）
　誰もがスポーツを楽しめる生涯
スポーツ社会の実現を目指し、各
スポーツクラブのサポート、国民
の健康体力つくり支援、各種スポー
ツ・運動指導者を養成しています。

※ 部活動指導員を対象とした事前・事後の研修のご相談はメールにて承ります
故　小野清子氏


